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増加する訪日外国人旅行者を受け入れる体制を迅速に講じるべく、国土交通省中国

運輸局、中国地方整備局、大阪航空局や地方自治体、関係事業者等を構成員とした

「訪日外国人旅行者数 2000 万人の受入に向けた中国ブロック連絡会」を平成 27 年 3

月に設置し、これまで３回の連絡会を開催してきました。 

このたび中国ブロック連絡会の取組状況と今後の進め方についてまとめましたので 

お知らせします。なお、平成 28 年についても中国ブロック連絡会を開催し、さらな

る課題の解決に取り組むこととしています。 

 

（参考）中国ブロック連絡会について 

 主な構成員 

  中国運輸局、中国地方整備局、大阪航空局、地方自治体（中国５県・政令市）、

経済団体、交通事業者、観光関係団体、通信事業者 

 

 中国ブロックとしての主な課題と取組状況 

 ・通訳ガイドの不足解消 

・広島港でのＣＩＱ体制の充実  

・観光バス駐車場スペースの確保  

・無料公衆無線 LAN の環境整備 

その他、ムスリム旅行者の受入環境の促進等  

※「別紙」参照下さい。 

添付資料 

・「訪日外国人旅行者数２０００万人の受入に向けた中国ブロック連絡会の取組状況」 

 

 

【問い合わせ先】  

中国運輸局観光部観光企画課（落合、坪倉、曽川） ℡:082-228-8701 Fax:082-228-9412 

 中国地方整備局企画部広域計画課（和田、山本）   ℡:082-221-9231 Fax:082-511-6359 

中国地方整備局港湾空港部港湾物流企画室（由木、有田）℡:082-511-3928 Fax:082-511-3910 

(中 国 地方 整 備局 広 報担 当窓 口 ) 

   中 国地 方 整備 局  広 報広 聴 対策 官     平 川  雅 文（℡:082-221-9231 内線 2117） 

   中 国地 方 整備 局  企 画部  環 境調 整 官   田 尾 和 也（℡:082-221-9231 内線 3114） 

 
【配布先】 

 広島県政記者クラブ、広島経済記者クラブ、ＪＲ記者クラブ、合同庁舎記者クラブ 

鳥取県政記者会、島根県政記者会、岡山県政記者クラブ、 山口県政記者クラブ 

山口県政記者会、山口県政滝町クラブ、中国地方建設記者クラブ 



訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
0
0
0
万
人
の
受
入
に
向
け
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
の
取
組
状
況

○
昨
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
過
去
最
高
の
1
9
7
3
.7
万
人
（
対
前
年
比
4
7
.1
%
増
）
と
な
り
、
順
調
に
増
加
。

○
一
方
、
か
つ
て
な
い
ペ
ー
ス
で
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
伸
び
て
い
く
中
、
訪
日
外
国
人
2
0
0
0
万
人
を
万
全
に
受
け
入

れ
る
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
0
0
0
万
人
の
受
入
に
向
け
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

中
国
運
輸
局
、
中
国
地
方
整
備
局
､大
阪
航
空
局
や
地
方
自
治
体
（
中
国
５
県
・
政
令
市
）
、
関
係
事
業
者
等
を
構
成
員
と

す
る
｢訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
0
0
0
万
人
の
受
入
に
向
け
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
｣を
設
置
･開
催
し
、
訪
日
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
上
で
の
現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
必
要
な
手
立
て
を
迅
速
に
講
じ
る
。

中
国
運
輸
局
、
中
国
地
方
整
備
局
、
大
阪
航
空
局
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
岡
山
市
、
広
島
市

中
国
経
済
連
合
会
、
中
国
地
方
商
工
会
議
所
連
合
会
、
交
通
事
業
者
、
観
光
関
係
団
体
、
通
信
事
業
者

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
0
0
0
万
人
の
受
入
に
向
け
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｈ
27
年
3月

中
国
ブ
ロッ
ク連
絡
会

の
立
ち
上
げ

深
掘
り
項
目
を
中

心
に
対
策
を
実
施

Ｈ
2
7
年
６
月

中
間
と
り
ま
と
め

Ｈ
2
7
年
1
2
月

合
同
W
G
会
議

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

と
り
ま
と
め

構
成

員

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
２
７
年

３
月

２
５
日

第
１
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

開
催

平
成
２
７
年

６
月

２
９
日

第
２
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

開
催

（
中
間
と
り
ま
と
め
）

平
成
２
７
年
１
２
月

１
５
日

第
１
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

合
同
W
G
会
議

開
催

平
成
２
７
年
１
２
月

２
４
日

第
３
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

開
催

（
と
り
ま
と
め
） 随
時
、フ
ォロ
ー
ア
ップ

課
題
の
整
理
、対
応
策
の
検
討

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

主
な
４
つ
の
成
果

「
別
紙
」
参
照

「
別
紙
」
参
照



今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

中
国
ブ
ロッ
ク連
絡
会

を
継
続
運
営

Ｈ
2
8
年
6
月
（
予
定
）

中
間
と
り
ま
と
め

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
主

な
課
題
を
は
じ
め
深
掘
り
項

目
を
中
心
に
対
策
を
実
施

年
内 と
り
ま
と
め

（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

最
低
3
つ
の
成
果
）

新
た
な
課
題
の
把
握
、既
存
の

課
題
整
理
は
適
宜
実
施

Ｈ
2
9
年
1
月

観
光
庁

（
と
り
ま
と
め
予
定
）

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
で
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
主
な
課
題

年
内
に
解
決
した
も
の

年
度
内
に
解
決
の
見
込
み
が
あ
る
も
の

※
連
絡
会
や
Ｗ
Ｇ
の
設
置
・
運
営
（
構
成
員
の
見
直
し
含
む
）
に
つ
い
て
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
実
情
を
勘
案
し
、
適
切
か
つ
柔
軟
に
行
う
予
定
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
で
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
主
な
課
題

①
通
訳
ガ
イ
ド
の
不
足
解
消

鳥
取
県
、
島
根
県
、
中
国
運
輸
局

②
広
島
港
で
の
C
IQ
体
制
の
充
実

広
島
県
、
中
国
地
方
整
備
局
、
中
国
運
輸
局
等

③
観
光
バ
ス
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

広
島
市
、
中
国
バ
ス
協
会
、
中
国
運
輸
局
等

⑤
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
入
環
境
の
促
進

自
治
体
等

④
無
料
公
衆
無
線
LA
N
環
境
の
整
備

自
治
体
、
中
国
運
輸
局
等

課
題
の
主
な
内
容

解
決
の
主
体

※
①
～
④
に
つ
い
て
は
、
「
別
紙
」
参
照
下
さ
い
。



■
通
訳
ガ
イ
ド
の
確
保
に
係
る
課
題
と
取
組
の
成
果

課
題

取
組
方
法

取
組
の
成
果

市
町

村
・

地
域

：
鳥

取
県

・
島

根
県

時
期

：
平

成
２

７
年

以
前

解
決

主
体

：
鳥

取
県

島
根

県
中

国
運

輸
局

開
始

時
期

：
平

成
2
7
年

9
月

構
造

改
革

特
区

法
の

改
正

（
H

2
7
.9

.1
施

行
）

を
う

け
、

鳥
取

県
・

島
根

県
共

同
で

両
県

全
域

を
区

域
と

し
た

構
造

改
革

特
区

認
定

申
請

を
平

成
2
7
年

9
月

1
6
日

付
け

で
行

い
、

同
年

1
1
月

2
7
日

付
け

で
認

定
さ

れ
た

。
同

年
1
2
月

2
1
日

よ
り

、
養

成
に

向
け

た
研

修
受

講
生

の
募

集
を

開
始

。
今

後
、

ク
ル

ー
ズ

客
船

の
寄

港
や

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
就

航
を

は
じ

め
、

国
際

定
期

航
路

を
活

用
し

た
ツ

ア
ー

に
対

す
る

通
訳

ガ
イ

ド
境

港
で

の
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
の

寄
港

の
増

加
、

米
子

鬼
太

郎
空

港
で

の
連

続
チ

ャ
ー

○
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
の

寄
港

の
増

加
、

連
続

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
就

航
等

に
よ

る
山

陰
を

訪
れ

る
訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

増
加

と
と

も
に

、
Ｆ

Ｉ
Ｔ

化
、

旅
行

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
が

進
む

中
、

山
陰

両
県

の
通

訳
案

内
士

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
や

県
外

の
通

訳
案

内
士

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
り

、
訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

求
め

る
詳

細
な

情
報

を
提

供
す

る
と

い
っ

た
対

応
は

十
分

に
で

き
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
○

こ
れ

ら
通

訳
案

内
士

を
は

じ
め

と
す

る
通

訳
ガ

イ
ド

の
不

足
に

つ
い

て
、

鳥
取

、
島

根
両

県
が

構
造

改
革

特
区

認
定

を
受

け
、

「
山

陰
地

域
限

定
特

例
通

訳
案

内
士

」
を

養
成

し
、

山
陰

両
県

の
特

色
あ

る
歴

史
や

文
化

、
自

然
な

ど
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

案
内

の
で

き
る

通
訳

ガ
イ

ド
の

育
成

を
図

る
。

別
紙

今
後

の
方

針
：

じ
め

、
国

際
定

期
航

路
を

活
用

し
た

ツ
ア

ー
に

対
す

る
通

訳
ガ

イ
ド

不
足

を
解

消
し

、
両

県
を

訪
れ

る
外

国
人

旅
行

者
の

満
足

度
向

上
を

図
る

。

加
、

米
子

鬼
太

郎
空

港
で

の
連

続
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

就
航

等
の

一
方

で
、

通
訳

案
内

士
が

不
足

し
て

お
り

（
平

成
27

年
3月

31
日

現
在

で
の

登
録

者
数

：
鳥

取
23

人
、

島
根

38
人

）
、

訪
日

外
国

人
旅

行
者

の
求

め
る

通
訳

ガ
イ

ド
の

ニ
ー

ズ
に

十
分

応
え

ら
れ

て
い

な
い

。 平
成

2
8
年

２
月

よ
り

研
修

を
開

始
し

、
英

語
・

中
国

語
・

韓
国

語
の

３
言

語
で

鳥
取

・
島

根
両

県
そ

れ
ぞ

れ
２

０
人

程
度

ず
つ

、
１

２
０

人
程

度
を

養
成

し
、

６
月

に
も

実
働

予
定

。
今

後
、

「
通

訳
案

内
士

制
度

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

会
」

で
の

議
論

及
び

「
観

光
立

国
実

現
に

向
け

た
ア

ク
シ

ョ
ン

・
プ

ラ
ン

2
0
1
5
」

を
踏

ま
え

、
「

訪
日

外
国

人
旅

行
者

2
0
0
0
万

人
の

受
入

に
向

け
た

中
国

ブ
ロ

ッ
ク

連
絡

会
」

の
中

で
更

な
る

改
善

を
図

る
。

大
型

ク
ル

ー
ズ

客
船

寄
港

時
の

通
訳

ガ
イ

ド
の

様
子

境
港

大
型

ク
ル

ー
ズ

客
船

寄
港

時
の

様
子



■
広
島
港
の
C
IQ
体
制
の
充
実
に
係
る
課
題
と
取
組
の
成
果

課
題

取
組
方
法

取
組
の
成
果

市
町

村
・

地
域

：
広

島
県

広
島

市

時
期

：
平

成
2
7
年

８
月

以
前

解
決

主
体

: 
 広

島
県

中
国

地
方

整
備

局
中

国
運

輸
局

開
始

時
期

：
平

成
2
7
年

1
0
月

概
要

平
成

2
7
年

8
月

に
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
（

ク
ァ

ン
タ

ム
・

オ
ブ

・
ザ

・
シ

ー
ズ

：
乗

船
客

約
4
,9

0
0
名

、
乗

員
約

1
,6

0
0
人

）
が

広
島

港
五

日
市

埠
頭

に
初

寄
港

し
、

今
後

も
多

数
の

乗
客

・
乗

員
を

乗
せ

た
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
を

迎
え

る
予

定
で

あ
る

。
当

該
埠

頭
は

、
貨

物
埠

頭
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
の

受
入

れ
を

可
能

と
す

る
た

め
、

施
設

面
を

含
む

C
IQ

体
制

の
整

備
を

行
い

、
入

国
審

査
等

の
迅

速
化

を
図

る
。

広
島

港
五

日
市

埠
頭

は
、

貨
物

埠
頭

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

通
常

は
船

内
で

の
C
IQ

を
実

施
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
乗

客
数

の
多

い
大

型
ク

ル
ー

ズ
客

船
で

は
、

ス
ペ

ー
ス

の
制

約
に

よ
り

船
内

が
混

雑
し

、
手

平
成

2
7
年

８
月

の
初

寄
港

時
に

は
、

臨
時

的
な

対
応

と
し

て
「

広
島

港
客

船
誘

致
・

お
も

て
な

し
委

員
会

」
が

中
心

と
な

り
対

応
を

検
討

し
た

結
果

、
大

型
仮

設
テ

ン
ト

の
設

置
お

よ
び

テ
ン

ト
内

へ
の

仮
設

ブ
ー

ス
の

設
置

（
2
3
ブ

ー
ス

）
に

よ
り

円
滑

な
C
IQ

手
続

き
を

実
施

し
、

船
社

か
ら

も
高

い
評

価
を

得
る

こ
と

が
出

来
た

。
ま

た
、

今
後

の
寄

港
に

備
え

た
設

備
面

の
改

善
に

つ
い

て
は

、
通

常
は

貨
物

を
取

扱
い

、
客

船
寄

港
時

に
は

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
と

し
て

C
IQ

手
続

き
開

始
時

期
：

平
成

2
7
年

1
0
月

今
後

の
方

針
：

広
島

港
旅

客
誘

致
・

お
も

て
な

し
委

員
会

（
平

成
2
6
年

４
月

設
置

構
成

メ
ン

バ
ー

：
広

島
県

［
事

務
局

］
・

中
国

地
方

整
備

局
・

中
国

運
輸

局
等

２
８

団
体

）
で

今
後

も
C
IQ

の
実

施
体

制
等

に
つ

い
て

協
議

を
継

続
す

る
。

仮
設

テ
ン

ト
（

外
観

）
建

設
中

の
上

屋
イ

メ
ー

ジ
広

島
港

五
日

市
埠

頭
入

港
の

様
子

大
型

ク
ル

ー
ズ

客
船

（
ク

ァ
ン

タ
ム

・
オ

ブ
・

ザ
・

シ
ー

ズ
）

©
篠
本
秀
人

は
、

ス
ペ

ー
ス

の
制

約
に

よ
り

船
内

が
混

雑
し

、
手

続
き

に
多

大
な

時
間

を
要

す
る

な
ど

の
様

々
な

問
題

が
生

じ
る

。
し

た
が

っ
て

、
C
IQ

手
続

き
の

迅
速

化
を

図
る

た
め

、
施

設
面

を
含

む
C
IQ

実
施

体
制

の
整

備
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

貨
物

を
取

扱
い

、
客

船
寄

港
時

に
は

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
と

し
て

C
IQ

手
続

き
も

可
能

と
な

る
上

屋
を

整
備

す
る

こ
と

と
し

、
昨

年
1
0
月

よ
り

建
設

に
着

工
、

２
月

末
の

完
成

を
予

定
し

て
い

る
。

※
最

大
2
4
ブ

ー
ス

ま
で

仮
設

可
能

で
あ

り
、

円
滑

な
手

続
が

可
能

と
な

る
。

仮
設

テ
ン

ト
（

内
部

）



■
バ
ス
駐
車
場
の
確
保
に
係
る
課
題
と
取
組
の
成
果

概
要

広
島

市
に

あ
る

世
界

遺
産

の
原

爆
ド

ー
ム

を
含

む
平

和
記

念
公

園
に

貸
切

バ
ス

を
利

用
し

て
訪

れ
る

観
光

客
が

多
く

、
ピ

ー
ク

時
に

は
周

辺
道

路
に

バ
ス

を
駐

車
す

る
実

態
が

あ
る

が
、

広
島

市
と

中
国

バ
ス

協
会

の
は

た
ら

き
か

け
に

よ
り

、
関

係
機

関
と

調
整

す
る

こ
と

に
よ

り
解

消
を

図
る

。

課
題

取
組
方
法

取
組
の
成
果

市
町

村
・

地
域

：
広

島
県

広
島

市

時
期

：
平

成
2
7
年

現
在

解
決

主
体

：
広

島
市

中
国

バ
ス

協
会

中
国

運
輸

局

調
整

対
象

：
バ

ス
事

業
者

等

平
成

2
7
年

４
月

以
降

、
観

光
シ

ー
ズ

ン
に

は
、

中
央

公
園

内
の

旧
市

民
球

場
跡

地
（

2
0
台

駐
車

可
能

）
の

暫
定

使
用

を
可

能
と

し
た

。
な

お
、

平
和

記
念

公
園

・
中

央
公

園
（

広
島

城
南

側
・

旧
市

民
球

場
跡

地
）

に
つ

い
て

は
、

広
島

市
緑

政
課

が
管

理
し

て
お

り
、

引
き

続
き

、
同

課
を

含
む

関
係

者
と

調
整

し
、

バ
ス

事
業

者
に

対
す

る
周

知
等

も
含

め
て

当
該

課
題

の
解

消
を

図
る

（
マ

ツ
ダ

ス
タ

ジ
ア

ム

原
爆

ド
ー

ム
を

含
む

平
和

記
念

公
園

に
は

、
貸

切
バ

ス
駐

車
場

（
6
6
台

駐
車

可
能

）
が

あ
開

始
時

期
：

平
成

2
7
年

４
月

以
降

今
後

の
方

針
：

る
周

知
等

も
含

め
て

当
該

課
題

の
解

消
を

図
る

（
マ

ツ
ダ

ス
タ

ジ
ア

ム

付
近

は
、

広
島

市
観

光
政

策
部

が
管

理
）

。

貸
切

バ
ス

駐
車

場
（

6
6
台

駐
車

可
能

）
が

あ
る

が
、

駐
車

ス
ペ

ー
ス

に
は

限
界

が
あ

り
、

ピ
ー

ク
時

に
お

い
て

は
バ

ス
が

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
し

て
し

ま
い

周
辺

道
路

に
駐

車
す

る
状

況
が

あ
る

。

貸
切

バ
ス

の
駐

車
場

と
し

て
近

隣
の

中
央

公
園

内
の

広
島

城
南

側
（

6
0
台

駐
車

可
能

）
及

び
マ

ツ
ダ

ス
タ

ジ
ア

ム
付

近
（

8
0
台

駐
車

可
能

）
に

も
駐

車
ス

ペ
ー

ス
は

存
在

す
る

が
、

平
和

記
念

公
園

と
の

距
離

が
離

れ
て

い
る

た
め

、
そ

の
利

用
が

あ
ま

り
図

ら
れ

て
い

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

写
真

提
供

：
広

島
県

平
成

2
８

年
1
月

以
降

、
関

係
者

と
の

調
整

の
中

で
情

報
共

有
や

対
応

検
討

を
行

う
予

定
。

平
和

記
念

公
園

約
３

K
M

平
和
記
念
公
園

広
島
城
南
側

旧
市
民
球
場
跡
地

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

国
土

地
理

院



■
無
料
公
衆
無
線
L
A
N
環
境
整
備
の
課
題
と
取
組
の
成
果

概
要 官

民
連

携
し

て
環

境
整

備
に

取
り

組
む

こ
と

で
無

料
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

の
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
は

増
加

し
て

い
る

が
、

ア
ク

セ
ス

数
は

さ
ほ

ど
伸

び
て

お
ら

ず
、

認
知

度
向

上
が

課
題

。
ま

た
、

更
な

る
利

便
性

向
上

に
向

け
、

外
国

人
の

動
線

を
考

慮
し

た
W

i-
F
iの

面
的

拡
大

や
統

一
し

た
S
S
ID

認
証

方
法

に
よ

る
連

続
性

確
保

、
災

害
時

の
防

災
情

報
収

集
対

策
と

し
て

W
i-

F
i環

境
の

整
備

を
図

る
。

課
題

取
組
方
法

取
組
の
成
果

市
町

村
・

地
域

：
中

国
地

方
全

域
ほ

か

時
期

：
平

成
2
7
年

現
在

解
決

主
体

：
観

光
庁

中
国

地
方

整
備

局

着
手

時
期

：
平

成
2
7
年

1
2
月

※
「

道
の

駅
S
P
O

T
」

●
中

国
地

方
整

備
局

で
は

、
管

内
直

轄
国

道
の

道
の

駅
に

お
い

て
、

道
の

駅
の

情
報

発
信

機
能

の
強

化
を

目
的

と
し

て
、

道
路

情
報

コ
ー

ナ
ー

に
「

道
の

駅
S
P
O

T
（

W
i-

F
i）

」
を

整
備

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

今
年

度
内

の
整

備
完

了
を

目
指

す
。

無
料

公
衆

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

■
主

な
サ

ー
ビ

ス
内

容
・

２
４

時
間

３
６

５
日

無
料

●
観

光
庁

で
は

、
Ja

p
a
n
 F

re
e
 W

i-
F
iと

し
て

、
全

国
の

無
料

W
i-

F
i情

報
を

海
外

に
発

信
し

認
知

度
向

上
に

努
め

て
い

る
。

今
後

の
方

針
：

無
料

公
衆

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

の
認

知
度

向
上

W
i-

F
iの

面
的

拡
大

や
統

一
し

た
S
S
ID

認
証

方
法

に
よ

る
連

続
性

確
保

一
度

ロ
グ

イ
ン

す
れ

ば
エ

リ
ア

が
変

わ
っ

て
も

不
自

由
な

く
使

え
る

W
i-

F
i｢

ワ
ン

認
証

｣ 直
轄

国
道

の
先

行
す

る
道

の
駅

に
つ

い
て

、
今

年
度

内
の

「
道

の
駅

S
P
O

T
」

の
整

備
完

了
を

目
指

す
。

【
共

通
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

】

■
「

道
の

駅
ス

ポ
ッ

ト
（

W
i-

F
i）

」
の

イ
メ

ー
ジ

接
続

画
面

・
２

４
時

間
３

６
５

日
無

料
・

利
用

規
約

に
同

意
後

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
入

力
で

使
用

可
能

※
一

度
認

証
す

れ
ば

半
年

は
自

動
で

接
続

※
災

害
時

は
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

入
力

な
し

で
接

続
・

接
続

後
、

県
別

の
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

か
ら

以
下

の
情

報
に

ア
ク

セ
ス

道
の

駅
の

情
報

、
道

路
交

通
情

報
、

気
象

・
災

害
情

報
、

観
光

情
報

、
地

域
情

報
等

・
ユ

ー
ザ

登
録

は
、

日
本

語
、

韓
国

語
、

英
語

、
中

国
語

（
簡

体
及

び
繁

体
）




